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本論文の第 1章と第 2章では研究の背景や基本概念が説明され,第 3章において,Concatenationの理
論 と 1階算術の関係が考察される.本論文では,Tarskiらが導入 した 1階算術 Rに対応する,
concatenationの新しい理論wTCを構築して,それらが互いに翻訳可能であることを証明している.さら
にWTCの翻訳の強さに対し,次のような特徴づけを与えている :理論TがwTCに翻訳されるための必
要十分条件は,Tが局所的有限充足可能であることである.このように翻訳可能性をうまく特徴付けた結
果は,これまでほとんど例がなく,その独創性は高く評価できる.
続いて,第4-6章では,複素解析学の逆数学的研究を行う.逆数学とは,2階算術,つまり自然数と
その集合を対象とする理論において,数学の諸定理をその証明に必要十分な公理の強さで分類する研究プ
ログラムである.本論文の第 4章は,複素解析学に対する従来の逆数学的研究の成果を整理するとともに,
留数定理など未着手だった部分もきちんと調べて埋めている.第 5章では,Riemannの写像定理 (RAT)
に対する横山の結果を精密化し,多角形的領域に対するRMTはRCAoで証明できること,Jordan曲線の
内部に対するRMTはWKLoと同値になることなどを示 した.第 6章は本論文の中心となる部分で,
picardの小定理と大定理を二つの方法で証明する.一つはRMTを使い,もう一つはSchoWkyとLandau
の方法による.ここで,後者の証明はWKLoで実行されるのに対し,前者の議論はWKLo内に完全に収
まっていない.しかし,前者はより弱い理論で実行できる見通しもあり,そしてまた周辺に興味深い問題
が数多く見っかっている.この辺はすでにかなりボリュームのある仕事になっているが,将来の発展もさ
らに期待される.
最後に第 7章は付録となっていて,整数環や位相に対する逆数学的研究の中間報告と,とくに重要な未
解決問題をリストアップしている.
以上の結果は,堀畑佳宏が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示し
ている.したがって,堀畑佳宏提出の博士論文は,博士 (理学)の学位論文として合格と認める.
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